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天皇
陛下
の
中
国ご
訪
問
が
正
式
に
決
まっ
た。

…
戦後
の
日
中
関
係
に一
区
切
りつ
け
る
も
の
だ
が、

…
決
定
ま
で
に
は
内
外
で
い
ろ
い
ろ
な
論
議
を
呼
ん
…

．
だ。
河
野
津
平
自
民
党
外
交
調査
会
長、
中
嶋
宿
雄
・

東
京
外語
大
教
授、
大
沼
保
昭
東
大
教
授
の三
氏
に、

そ
の
天皇
訪
中
の態
器、
今
後
の
臼
中
関
係
を
中
心

に話
し
合っ
て
も
らっ
た。

第三種郵便物際司

民

味
を
持
た
せ
る
の
は
避
け
るべ
根
拠
が
ある。

効
だっ
た
チ
ャ
イ
ナ
カ
l
ド
基
軸
だ。
と同時
に
日
輪
関
係
っ
てい
る。

ば（
日
本
は）－

き押さっ。
た
だ
今
回
は
圏
内

他
方、
訪
中
反
対論
者
も自
は、
今
や米
国
に
対
し
効
か
な
や
日
中
関
係
・主
要
で、
特
に
一
般に
ド
イ
ツ
は
戦
後、
戦
に
なっ
た
の
に、

的
に心
理
的
屯
裂
を
も
た
ら
し
分

たち自
身
天皇
の
政
治
的
利
く
なっ
てい
る
し、
湾
岸
戦
争
日
米
中三
国
の
関
係
を
良
い
関
争
責任
を
果
た
し、
臼
本
は
果

許さない
国
だ内

た。
自
民
党
の
中
に
も
賛否
両
用
を
図っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
際
のハ
イ
テ
ク兵
器
の恐
ろ
係
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば、
ア
た
し
て
い
な
い
か
ら駄
目
だ、

ん
な
外
国
に
掴

論
が
あ
り、
知
概
人
の
中
に
は
か。
第二
次
大
戦
中、
白
本
が
し
さ
も
大
き
く
作
用
し
て
い
ジ
ア
周
辺
の
平和
な那
郡
の
維
と言
わ
れ
る
が、
こ
れ
は一
面
る。

訪
中
に
反
対
GM
見
広
告
を出
与

えた惨
禍
に
きっ
ち
り
謝
罪
る。
そ
の中
国
に
とっ
て
日
本
持、
経
済
的
な
繁
栄
な
ど
将
来
的
な
見
方だ。
欧
米
で
強
い
彫

こ
うい
うこ・

すな
ど
の
動
ぎ
が
あ
り、
世
論
の
窓
を一ホ
すこ
と
は
人
間
と
し
は
大
差
存
在
だ。
日
本
を引
を
展
望
す
る
こ
と
は
で
き
な
響
力
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
の
非
もっ
と
もっ
と一

の
分裂
に
国
民
の
多く
は
戸
惑
て当
然
の
こ
と
で、
そ
れ
は
あ
き
寄
せ、
臼
米
離
聞
を
図
る
と
い。
飲
州
共
同
体（E
C）
構
難、
厳
し
い
目
が
な
かっ
た
ら、
ば
な
ら
な
い
二

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か。

ら
ゆ
る
レベ
ル
で
や
ら
ね
ば
な
い
う
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー（
戦
略）

螺
を
見
て
も、
あ
れ
はE
C
の
ド
イ
ツ
も
あ
れ
だ
け立
派
な態
権
問題
と
か、
し

｜

古手訪
中
金日晶
表
寄り。

共産
党
も
肪
中
に
反
対
を
表
ら
な
い。
天皇
訪
中
は
そ
の一
に（
天皇
訪
中
を
通
じ
て）
粟
国々
の
政
治
家
が二
十一
世
紀
度
が
取れ
た
か
ど
っか。
だ
か
問
題
と
か
は、
一

河
野
洋
平
氏
日
中
国交正
明
し
て
い
る。
つ

まり左
右
両
つ
で
あ
り、
そ
れ
だ
け
漆戸Vり
せ
られ
ては
困
る。

に
対
す
る
政
治
的
口任
を
果
た
ら
日
本
が
民族
全
体
と
し
て
ド
船地
球
号の一e

常
化ニ
十
周
年
に
当
た
る
今
年
認
が同じ論
理
で
反
対
し
て
お
え
て
う
ん
ぬん
す
る
の
は、
か

l自
民
党
は
中
国
の
対
日
外
し、

将来
を展望
し
て
い
こ
う
イ
ツ
民族よ
り
劣っ
て
い
る、

さ
に
国
境
を趨ー

を
ど
の
よ
う
に意
義
付
け
る
か
り
二」
う
い
う
状
況
は国連
平
えっ
て
天皇
訪
中
を
政
治
化
す
交に
今
後
ど
λ活応
し
て
い
く
と
す
る
買
任
感の
表
れと
勇
気
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
日本
外
交
は
そ－

を、
日
中
両
国
が
昨
年
あ
た
り
和
維
持
活
動（
P
K
O）
協力
る
ひ
い
き
の
引
き倒
し
だ。

か。

を
感
じ
る。

ぃ。

だ
か
ら、
つ
い－

か
ら
考
え
て
き
た。
中
国
側
は
で
保
箪
が
対
立
し
た
よ
うな
図

l
中
国
の立
場、
考え
方
を

河
野
氏
天旦
ご
訪
中
問
題

わ
れ
わ
れ
ア
ジ
ア
に
位躍
す

た
だ、
中
国
の
指導
部
は
戦
す
る
中
国
と（一

江
沢
民
党
議
号首
脳
が
来
式
と
は
異なっ
てい
る。
た
だ
ど
う
み
る
か。

に
筆
な
論
調
だっ
た
中
堅
る
閣
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
協力
関

羽謀
議
場
崎
温
調
宮
眠

J
～

巴
て、
非
常
な
熱
意
を
持つ
訪
中
が
決定
し
た
以上
は
国
際

中
嶋
氏

富
の
リー
ダー
ん
が、
決
定
され
た
以
上、
友
保
護（
A
P
E
C）
や
東
南菰機機品j高繍溜m〓一

て
天皇
陛
下
の
ご訪
中
を
繰
り
関
係
の上
で
建
設
的
な
も
の
で
に
政
治
的
思
惑
が
あ
る
の
は
確
好
親
善
の実を、
と
発
言
さ
れ
ア
ジ
ア
諸
国連
合
（
A
S
E
A門以仙川判例
Er
atト潔激減雌盤FF一一4

返し
要
罰
し
て
き
た。
こ
れ
に
あっ
て
ほ
し
い
し、
日
本
に
と
か
だ。
一
つ
に
は、
中
国
自
身
たこ
と
に
警
護
し
た
い。
N）
の
加
盟
国な
ど
の
間
で
信問山寸げ民六（察議組望

『ili－－11lis－ezh園田監暗闇持品川臨唖ah’EM・噌

対
し
て
渡
辺
外
相
は
今
年一
つ
で
も
良
い
結果
を
も
た
主
の
栂
力
的
体
質
が
絡
ん
で
い
日
中
の
重
な
歴
史
的
な
闘
係

妻
鹿
し、

操
室
長

す菅
野ゴa
護
主

月、
こ
れ
を
瓦剣
に
検
討
す
る
も
の
で
あっ
て
ほ
し
い。

る。
天
安
門
事
件
の
時、
学生
を
振
り返っ
て
み
て
も、
両
国
つ
努力
が
必
要
だ
と
思
う。

一一
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と返
事
し
た
が、
こ
露
点で

宗一一
勢市包察二
議

龍一
臨
場

ア
ジ
ア
の
平
和
を
展
望
河野氏

巾
M
U
開
通

て
も
不
思
議
で
は
なかっ
た。

河浦
閣
議機
構既

日
中
両国
は一一
十
年
にわ
た

や
茸
D
「

怠
惑
ま
到
る
中嶋氏

す
明
英司
馬

る
結
月
で、
友
好
を
深
め
る
努

肘円EE
G－
E
4
一発
」

P
MUM
P可

ijdlトk－八時、
；一一
一

力
を
し、
遠
慮
の
い
患
い
閲

‘
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判
器
部…

全
レ
ベ
ル
で
謝
罪
当
然
大沼氏
一肌
臨
醤
忠
明

が
あっ
たこ
とも
事
実だ。
ま

7
ふ務的YV膨隣可
ha－－一

た
ア
ジ
ア
太
平
話
域

安

大
沼
保
昭
氏
天皇の
外困

惑鰍
合法
に
よ
委治
を

ぎ
包
囲に一
警

察

ー
ド
イ
ツは

菱

自三
九
戸
羽
去

を
考
え
れ
ば、
両
国
が
信
頼
し
訪
問
が
政
治
的
役
割
を
果
た
し
求
め
た
が、
体
制
側
は
断
固
拒
非
常
にE
喪ぺだ
と
思
う。

明
確
に
やっ
た
が、
日
本
の
場

！引屯論議民
ijape
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合
え
る
関
係
を一
回
強
め
てい
て
主
り
な
い
こ
と
は、
そ
の
通
否
し
て、
人
に
よ
る
政
治
を
や

かつ
て
の
中
国
側
の
発一吉田
を
合、
特
に
日
中
関
係
につ
い
て

い4
匂
ょ引け
J

E

くべ
き
で
あ
る
の
は
当
然
のこ
り
だ。
し
か
し
天
安
門
事
件以
っ
て
い
る。
本
来、
共産
主
義
考え
れ
ば、
天皇
陛
下
を
国
費
やっ
てこ
な
かっ
た
と
い
う
声

＼tua略
上
FJ
－
h

と
だ。

来、
国
際
的
に
孤立
し
て
い
る
の
理
愉
から
は
否
定
すべ
き阜
と
し
て
招待
し
去
互
い
う
中
が
あ
る
が。

戸
＼
ビVMV

L

中
嶋
樹
雄
氏
全
世
界
が
注
中
国
に、
天皇
訪
中
で
そ
の立
帝型
政
治だ。

国
側
の意
思倍、
わ
れ
わ
れ
に

大
沼
氏
圏
内
で
天
皇
訪
中
前
の
日
本
の
山
国
主
話
者
と
戦
で
は
な
い
かし

目
す
る
天皇
訪
中
だ
が、
忘
れ
場
を
強化
し
よ『
？と
の
もく
ろ

だ
から
中
国
に
とっ
て
天皇
とっ
て
は
うれ
し
い
こ
と
だ。
が
政
治
問
題
化
し
た
最
大
の
原
後
の
臼
本
国
民
は
追
う、
日
本
し、
アツ
ア
路

て
は
な
ら
な
い
の
は、
皇
室
外
み
が
あ
る
以
上、
客
観
的
に
は
の
プ
レ
ス
テ
lツ（
権
威）
は
二
十
年
間
に
わ
た
る
両
国
の
友
因
は、
政
暦わマ
スコ
ミ
や
実
国
民
に
罪
は
な
い
と言
い
続
け
ろ
あ
る
と
思
う

交
で
あっ
て
は
な
ら
な
い
こ
政
治
的
思
昧を
帯
ぎ
る
を
得
高
い。
訪
中
すれ
ば
大
変
歓
迎
好
親
普
に
向
け
た
努力
が
実
を
業
界、
学
者
住
吉
滅
後
調
十
て
き
吃oo
－－
千

芳人主一
ヨ
ボε
う
いう
こ

と。
あく
ま
で
天豆
訪
中
は
反
ない。
そ
の
銀
り
で、
官へ
夜
間J
さ内
争と忍
う。

そ内レ
戸賀
結
ん
で
き
吃、
一
つ
の証宝
E
E
手
凶、

中川閣
に一

子えと怜両
市－ル
枝
々れ
た
中山川
市唱
川町
「U
A
HK
HH－P
A、
・

好
親
萄
が
目
的
で、
政
治
的
意

町
件
を
起こ
し
た
中国
の
現
体
は
今、
ソ
足
蹴
拡
を受
け
世
界
あ
るつ

に
誠
実
な
対
応
を
し
なかっ
た
み
を、
中国
政
府は
抑
え
て
き
ん
だが、
い
わ－

制
を
日
本
が
認
め
る
こ
と
に
な
的
戦
略
持構
築
し直
し
てい
る

日
本
の
外
交
政策
を
考
え
て
こ
と
に
あ
る。

た
わ
け
で、
中
国
の
民衆
と
し
うこ
と
はもっ
回

る
と
い
う危
ぐ
に
は、
一
定
の
よAt担、
米
ソ
冷
戦の
時
に
有
み
る
と、
日
米
関
係
が
大
き
な

そ
う
い
う
積
み
軍
ね
が
あ
る
て
は
超
人
的
な
我
慢
を
強
い
ら
う
形
で、
いつ晶

か
ら、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る。
こ
の
あ
る
い
は
経
済－

こ
う
の・
ょ
う
へ
い

日
な
か
じ
ま・
み
ね
お

日
お
お
ぬ
ま・
や
す
あ
き

伺え
て
日
本
側
に
紺
罪
を
迫っ
て

痛
み
を
日
本
国民
は
理
解
すべ
こ
と
でない、
E

歳、神
奈川
器
身。
実
卒。
鵡、
松
本
市
出
身。
東
大大戸
除
い
賢
臨
民
監
い
k
降
住

長
作
展
際
ら
民
1
1
1
1
1
1レ
の臼
拡込

書国グ
i
A
奇

話
可
院博
謀
議
喝
重
量ぷ到町町駅開引引制固か一
人
ひ
と
り
が
十
分

中
嶋
氏
確
か
に
日
本
は
ま
発
する
と
い
う
一

術守
長
官な
ど
涯任。
自
民
党
大
教
授。
現代
中
国
論
と
閣
際

外
交
調査
会
長。
衆
院
当
選
9
関
係
論
を
中心
に
活
躍。
揮官
官
に
対
す
る
戦
後
民
任
の
問
題
で

な戦後責
任
を
果
た
し
てこ
な
だ
人
権
の
こ
と
を言
う
に
し
て
訪
中がその
き

因。

は「
中
ソ
対立
と
現
代」
「
現
代
活
動。
若
田
は「
戦
争
賢
任
論
序
かっ
た
こ
と
が、
天皇
に
し
わ
は、
い
ろ
い
ろ
やら
な
け
れ
ば
て
ほ
し
い
と思

中
国
論」
「
北
京
烈々
」
な
ど。
説」「
サハ
リ
ン
諜
岳
な
ど。
寄
せ
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
な
な
ら
ない
こ
と
が
あ
る。
例
え

天皇
とい
う

座談会

自民党外交調査会長
河野
洋平氏

東京外語
大
教提嶋長

さわやかな「友好親善」の旅に

1992年（平成4年） 8月26日（水曜日）

大
教
慢

大沼
保昭氏

る
の
は
「
お
嘗
警
問題
で
あ
る。
先
の
日
中
戦

争
で
は、
中
国
国
民
は生
命、
財産
に
多
大
な
犠

牲
を
払っ
た。

両国
の
将
来
を語
るよ
で
も、
日

本
は
過
去
の過
ちか
ら
自
を
そ
む
け
る
わ
け
に
い

か
な
い。
初
め
て
中
国
大
陸
の土
を
踏
ま
れ
る
陛

下
が、
ど
ん
な「
あ
い
さつ」
疾
され
る
か、
お

のず
と
関心
が向
く
の
は
避
りり
れ
な
い。
率
直

に歴
史
と立

ち向かうこ
と
と、
「
政
治
利
用」

と
は区
別
し
て
考
え
るべ
き
だ。

の意
思
を
代表
す
る
国会

る。
国会
が

自ら決
議
し

が
筋
で
あ
り、
そ
の趣旨〕

気
持

ち務運べ
ら
れ
る
な『

ちい
ち問題
に
な
る
と
は

す
るこ
と
が、
むし
ろ
「

を
防
ぐこ
と
で
も
ある。

な
い
た
め
に
も、
政
府と

る
よ
う
要望
す
る。

た
だ、
新
た
な
日
中
関
係
の一
歩
を
刻
む
天皇

訪
中
が、
「お富
差
問
題一
色
に塗
り
つ
勺さ

れ
る
4

つな事
態
は
好
ま
し
く
な
い。
両
国
民
の

関心
事
が
お
宮
諜
の一
点
に
ば
か
り
集
中
し
て
し

まっ
て
は、
か
えっ
て友
好
親
善
の
目
的
を
損
な

い
か
ね
な
い
心
配
が
あ
る。
な
ぜ
な
ら、
過
去へ

の
償
い
を陛
下
の一
雪
に
すべ
てゆ
だ
ね
る
こ
と

に
は
無
理
が
あ
る
か
らだ。

過
去
の
戦
争へ
の
謝
罪
は、
ま
ず
何
よ
り
国
民

説
一
一一一一一

天
皇、
皇
后
両陛
下
の
中国ご

訪問が、
閣
議

で
正
式
に
決
まっ
た。
臼
中
国交正
常
化二
十
周

年
を
記念
し、
両
国
の
友
好
親
善
を
いっ
そ
う深

め
4？
と
す
る
も
の
で
あ
る。
こ
こ
に
至
る
経
過

に
は
さ

＋婁迄小議論
の
噴
出
す
る
場
面
も
あっ
た

が、
時
期
は
十
月
下
旬、
澄
み
渡
る
北
京
の
秩空

に
ふ
さ
わ
し
く、
さわ
や
か
で
実
り
の
多
い
ご
旅

行
の
実
現
を心
か
ら愈
じ
て
や
ま
な
い。

長
い
臼
中
の交
流
を
通
じ、
天皇
訪
中
は
初
め

て
のこ
と
だ。
閣
議
決定
に当
たっ
て
宮
沢
首
相

が
出
し
た
談
話
に
あ
る
通
リ、
新
憲
法
下
で
の皇

室
の
墜
を
中
国
国
民に
印
象
づ
け
る
良い
機
会
に

な
る。
臼
中
両国
民
の
友
好
関
係
が、
将
来
に
向

け
て
強化
発展
す
る
契機
と
し
て
も、
期
待
で
き

る。
そ
の
た
め
に
両
国
政
府
が、
べ」
ら
に
準
備
を

万
全
に進
め
る
必
要
も、
こ
の
際、
改
め
て
強
調

し
て
お
き
た
い。

い
う
ま
で

も多愈
法
は、
天皇
が
政
治
に
か

かわ
る
こ
と
を認
め
て
い
な
い。
今
回
の
訪
中
の

反
対
論
と
し
て
「
政
治
に
利
用
され
る」
が
あっ

た
の
は、
そ
の
か
言り
で当
然
で
あっ
た。
天
安

門
事
件
や
尖
閣諸
島
問
題
な
ど、
中
国
側

に懸念

を抱
か
せ
る
余
地
が生
じ
て
い
たこ
と
も
否
定
で

き
な
い。
再三
の
招
請
に
日
本
が
慎
重
に
主り
ざ

る
を
え
な
かっ
た
の
は、
あ
な
が
ち
根
拠
が
な
か

っ
た
ともい
え
な
い。

そ
れ
で
も
闘
交正
常
也二
十
周
年
と
い
う軍
要

な
節
目
を逃
し
た
ら、
い
つ
実
現
の
め
ど
が立
つ

の
か
分
か
ら
な
い
の
も
事
実
だ
ろ
う。
天皇
訪
中

と
い
妥
好
関
係
を
議
す
る
委
迂ニ
国
間交

流
が、
結果
と
し
て
政
治
的
な窓
昧
合
い
を
帯
び

る
の
は
や
む
を
え
な
い。
政
府
と
し
て
は
で
き
る

だ
け
広
く
各
国
に
「
友
好
親
善」
の
訪
中
目
的
を

説
明
し、
理
解
を
得
る
務
力
を
引
き
続
き冨
ね
て

い
か
なく
て
は
な
る
ま
い。

そ
う
し
た
前
提
を踏
まえ

なが？u、
な
お
残

二
三
年、
大正
十二
年）
並
み
のマ
グニ
チュ
ー

ド
（
M）
8
級
の
巨
大地
震
の
発生
可
能
性
は
百

年、
二
百
年
先
と
判定
し
た
が、
M
7
級
OU
下

型
地
践
は
「
あ
る程
度
の
切
迫
性
が
あ
る」
と
の

中
間
報
告
を出
し
て
い
る。

M
7
の
地
震エ
ネル
ギ
ー
は、
M
8
の
約三
十

分
の一
に
す
ぎ
な
い
が、
能
源
の
浅
い
厄
下型
地

震
の
帰
れ
は大
き
く
な
る。
専
門
蚕
頁
会
は
今回

初
め
て、
南
関
東
地
震
の被
害
が
及
ぶ
範
囲
を
明

ら
か
に
し
た。
そ
れ
に
よ
る
と、
M7
級
の町
下

型
地
俣

は数回
発生
す
る
と
予
怨
さ
れ、
震
度
6

（
烈
震）
以
上
で
大
き

な被害
が
考
え
ら
れ
る
地

(5) 

一一

備え怠れない「南関東地震」

域
は、
七都
民二
百八
十一

能
性
が
あ
る
と
い
う。
そh

度
5
（
強震）
の恐
れ
は中

は
で
き
ない。

南
関
東地
域（
東
京、
仙

の一都三県）は総人口爪

産
の三
割
を占
め、
A官
接
の

て
い
る。
そ
れ
だ
け
に震
災

へ
の
影響
は
大
き
い。
賀
京

し
て
の
役割
も
大
きく、
問

委
れ
も
ある。

一

中
央
防災
会
議
の
防災
大

い
都
市
づく
り」
にマ
液
状

気、
ガス、
水
道、
通信
な

系
統
多
E化マ
企
業、
笛＝

東
京
を
中心
と
し
た
南
関
東
地
域
の
大
規
模
な

直
下型
地
震
は、
「こ
こ
十
年、
ニ
十
年
の
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い」
と
され
る。
必
要

以
上
に
恐
れ、
お
の
のく
こ
と
は
な
い
が、
人
口、

諸
機
能
の
集
中
し
た過
密
地
域
だ
け
に
大
き
な被

3
が
予想
され
る。
警
戒
と
備
え
を
患
れ
な
い。

政
府
の
中央
防
災会
議
が、
こ
の
地
域
の
防災
大

綱
を
初
め
て
手
と
め
た。
財
政
的
な
襲
付
け
に
欠

け
る
が、
国
も
やっ
と
腰
を上
げ
た。
こ
れ
を
機

に
防
災
対策
を
急
肯
定
い。

中
央
防
災会
議
の
地
震
防
災
対策
強化
地
域指

定
専門
蜜
員会
は
四
年
前、
関
東大
鎚
災
（一
九

座談会　天皇訪中を考える　信濃毎日新聞-1992.08.26


